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特集１ メインイヤーを終えて

“１つでも多く記憶に残る”
そんな７０周年記念になって
いたらうれしい。

01 ナナマルワークス

令和６年４月、村発足７０周年記念事業担当が立ち上がり、７０周年記念事業がスタートする。

構想・準備・実施と、怒涛の２年間を駆け抜けてきた担当者に話を聞いた。

東海村発足７０周年記念事業担当者インタビュー

鈴木 さっそくですが、皆さん７０周
年記念事業のメインイヤーを終えてみて
どうでしたか？印象に残っていることな
ど、教えてください。
荻野 私は、令和６年の１０月採用とい
うことで、途中から担当になったのです
が、この１年半は、５・６年分の月日が
あったような…そのぐらい濃かったです
ね。例えば、７０周年記念公式Ｘで行っ
ていた「１００日カウントダウン」東海
村の発足記念日の１００日前から、毎日
カウントダウンの投稿を行ったり、思っ
たようなペースで作品が集まってこな
かったタイムスリップフォトコンテスト
にハラハラしたり…
鈴木 たしかに、タイムスリップフォト
コンテストは募集開始時は作品が集まら
ず、企画実施できるのかとハラハラしま
したよね。結果として５１点の素晴らし
い写真が集まりホッとしたのは今となっ
ては良い思い出ですよね(笑)。
佐藤 私は、村内の小中学生から募集し
た”ロゴマーク作り“ですね。(このロ
ゴが出来上がらなければ７０周年は始ま
らない)という思いで、計画から募集ま
でを無我夢中で駆け抜けました。集まっ
た作品はどれも素敵で、みんな東海村の
ことを考えながら描いてくれたことが伝
わってきました。
鈴木 １つしか選べないのがほんとに心
苦しくなるぐらい、みんな一生懸命描い
て応募してくれましたよね！

総勢５名の担当者が語る
７０周年事業への想い

佐藤 ロゴマークが入った東海村の階段
サインやのぼり旗、横断幕など、村内に
広がり「７０周年が浸透した」と実感で
きた時は格別でしたね。
林 私は、７０周年記念に向けて令和６
年の１０月から６回に渡って連載をした
「村民の記憶 －東海村、その時、あな
たは－」が思い出に残っていますね。多
くの方にインタビューをして、事実の裏
側にある想いを知ることができたことは
大きな収穫となりました。
鈴木 あの連載は、初めて知ることも多
く、読みながら「へー！そうだったん
だ！」と楽しみながら読んだ記憶があり
ますね。
髙増 私は記念式典で上映した、記念動
画の撮影が印象深かったです。シナリオ
作成から撮影、そして出演してくれた劇
団とみかるの“天才”子役の存在まで。
出来上がった動画は式典でも大きな拍手
をいただき、自治体として誇れるクオリ
ティになったと思います。
鈴木 この動画は東海村の公式YouTube
から見られるので、ぜひ多くの方に見て
ほしいですよね！

▲他にも数多くの動画があるのでぜひ見てほしい。
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■７０周年記念の多様な情報発信
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募集や記録、情報発信など
２０の話題について、２年
間で合計２８ページの掲載
を行った。

広報紙

公式Ｘ

ＳＮＳの特徴を生かし、タ
イムリーな話題や遊び心あ
るポストを約５００件行っ
た。(令和８年３月現在)

YouTube

村長メッセージや著名人か
らの応援コメントなど、合
計１６本の動画をアップし
た。 (令和８年３月現在)

Instagram

タイムスリップフォトコン
テスト－７０年分のただい
ま－の応募・情報発信を
行った。

佐藤 記念式典に向けた関係各所
との調整は本当に大変でしたね。
鈴木 たしかに…あの時期が１番過
酷でしたね(苦笑)
佐藤 限られた時間で演出や進行の
細部まで妥協せず形にする…幕が上
がる直前まで緊張が続きました。
一同 (深くうなずく)
荻野 大変なことはありましたが、
周りの方々に助けられてここまで来
られたので…４月からは担当者の人
数も減ってしまい…もしかすると私
にとっての『大変』はこれからかも
しれません(笑)震えていますが、や
るしかない！という気持ちです。
鈴木 声をかけてくれればいつでも
ヘルプに行きますので(真剣)
林 私は生涯学習課との併任という
立場だったので、皆さんほどの大変
さはなかったのかもしれません。
髙増 私も、林さんと同じ立場なの
で、おそらく皆さんほどの大変さは
なかったかなと。
林 ただ、生涯学習課の業務と７０
周年記念の業務が重なったときは、
周りの職員たちに助けてもらいまし
たね。そういった支え合いがなけれ
ば成り立たなかったのかなとも思い
ます。
鈴木 このメンバーで、チームワー
クでなんとか乗り切れたという印象
ですね。みんな健康で乗り切れて本
当に良かった！(苦笑)

髙増 すでにインタビューも始めて
いて、数々の貴重な話を聞くことが
できています。文化協会のお話しな
ど、記念誌を通して、ぜひ皆さんに
知ってほしいですね。
鈴木 話を聞いているだけで、ワク
ワクするような…早く読んでみたい
ですね！
荻野 記念誌の発行は、令和９年の
３月頃を予定しています。図書館や
コミュニティセンターなどの公共施
設や、村内の小中学校などに設置予
定です。また、電子図書として、村
の電子図書館でも気軽にどなたでも
読めるようになる予定です。
佐藤 自宅に居ながらスマホで読む
ことができるんですね。
鈴木 ちょっと振り返ってみても、
たくさんのことが思い出される７０
周年記念、村民の方々の記憶に少し
でも残ってくれていたら嬉しいです。
そして、８０周年、９０周年、１０
０年と、歴史をつないでいってほし
いですね。
佐藤 周年記念は色々と大変なこと
もあるかもしれませんが，非常にや
りがいのある仕事ですので、楽しみ
ながらバトンをつないでいってほし
いです。心から応援しています！

荻野 健康には自信があるので(笑)
鈴木 じゃあ４月からも大丈夫そう
か…？
荻野 急に自信がなくなってきたか
も…
一同 (笑)

鈴木 いよいよ来年度は記念誌の
発行となります。東海村発足７０周
年記念誌は、行われたすべての事業
を網羅して掲載すべく、メインイ
ヤー終了後の令和８年度に完成を目
指し取組んでいくわけですが、こち
らの記念誌作りをメインで進めてい
く林さんと髙増さん、見どころを教
えてください。
林 今回の記念誌は、従来の自治来
の記念誌によくあるような、年表形
式で歴史を振り返るのではなく、そ
の当時を生きてきた、歴史を作って
きた人々の声を聞き、歴史の合間に
隠される村民やまちづくり側の想い
を振り返っていけるような記念誌を
作っていきたいと考えています。

担当者もそれぞれ心に残る７０周年記念だった。

周りの方々の支えのおかげで乗り越えられた。

来年度はいよいよ記念誌発行へ。乞うご期待！
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